公益財団法人上廣倫理財団・JICA連携外国人介護人材サポート事業
企画提案書
プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 団体情報
	代表団体

	団体名
※法人格から記入してください。
	

	法人番号（13桁）
	

	所在地
	〒



	電話番号
	

	Eメール
	

	代表者名(役職)
	

	担当者(役職)
	

	団体の主な
活動内容、経験

	

	構成員　共同事業体を結成する場合のみ記入してください。複数ある場合は、本欄を追加してください。

	団体名
※法人格から記入してください。
	

	法人番号（13桁）
	

	所在地
	〒



	電話番号
	

	Eメール
	

	代表者名（役職）
	

	担当者（役職）
	

	プログラム

における役割

	

	団体の主な
活動内容、経験
	


2. プログラムの背景

※活動されている地域における外国人介護人材の現況、抱えている課題、ニーズの分析を含めて記載してください。
3. プログラム内容
（１）成果・指標
※①外国人介護人材（将来的にリーダーを担う可能性のある人材）が習得すべき知識・技術の内容、②①の人材に対するサポートを提供するマネジメント人材が習得すべき知識・技術の内容等を含む、プログラム全体を通じて達成しようとする成果の内容・水準について、可能な限り定量的な指標とあわせて、記載ください。

（２）成果を達成する上で必要な活動
※成果を達成する上で必要と考える具体的な活動について、①外国人介護人材、マネジメント人材への能力強化研修、②地域の外国人介護人材受入施設向け啓発活動（セミナー、イベント等）、③各活動の経過及び成果の広報・普及活動に分けて記載ください。
※各活動の内容、実施時期・期間、実施方法、場所等の詳細計画について、①の能力強化研修については、対象者の選定方法、研修の科目・回数・期間等、②の啓発活動については対象施設の選定方法等をそれぞれ含めて、記載ください。
※活動のうち、提案団体がJICAとの業務委託契約に基づき実施する「実施団体所管事業」ではなく、JICAが直営で実施する「JICA所管事業」に位置付けるべきと考える活動があれば、その旨明記ください。予算提案書上、JICA所管事業に関する経費の計上は不要ですが、審査後、提案が採択された団体との間での実施協議の段階で、両者の合計金額がプログラム全体予算（上限1,440万円）に収まるよう、また、実施団体所管事業の予算が全体の8割を超えるよう、内容・予算等を双方の協議により調整します。
4. プログラムを実施するにあたっての留意事項
※持続性を担保するための仕組み、及び、ジェンダー平等、合理的配慮
の観点からの要配慮事項について記載してください。
5. 提案団体/構成員の活動経験
※提案団体/構成員の経験がプログラムを実施する上でどのように生かされるのかも含めて記載してください。
6. プログラムの実施体制
（1） 業務総括者
氏名（役職）：
関連する業務経験：
（2） 事務管理者　

氏名（役職）：
担当業務：
関連する業務経験：

（3） 構成員の人員等
氏名（役職）：

担当業務：

関連する業務経験：
（4） 連携団体・ネットワーク等
　活動に際して連携を想定している団体や、活用を想定している人的・組織的ネットワーク等があれば、当該団体・個人等との提案団体の関係性や連携・活用にかかる具体的な計画を記載してください。
以上
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